
まるごと鶴居を満喫！まるごと鶴居を満喫！
　９月　９月２２３日に行われた鶴居村ふる３日に行われた鶴居村ふる
さとまつりには、好天の中、村内外さとまつりには、好天の中、村内外
から多くの方々が訪れ、大変盛況でから多くの方々が訪れ、大変盛況で
した。した。
　写真は鶴居小学校の子どもたちに　写真は鶴居小学校の子どもたちに
よる「丹頂ソーラン」の演舞です。よる「丹頂ソーラン」の演舞です。
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■地方公務員法に基づき、鶴居村職員の採用や給与、勤務時間、勤務条件等、人事行政の運営等の状況を
公表します。

１.職員の任免及び職員数に関する状況
区　　　分 職 員 数 採用者数 退職者数

平成21年4月1日 59人 1人 1人（平成20年度）
平成20年4月1日 59人 1人 1人（平成19年度）

３.職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　（１）勤務時間の状況
1週間の勤務時間 始業時間 終業時間 休憩時間 週休日

40時間 8時30分 17時30分 正午～13時 土・日曜日

　（２）休暇の取得状況（平成20年度）
　　・年次有給休暇　　1年度に20日で、20日以内の残日数を翌年度に繰り越せる(最高40日)。
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 消化率
1,544日 501.7日 39人 12.9日 32.5%

　　・病気休暇～2名取得　　・特別休暇～産前産後休暇2名取得、忌引4名取得他　　・育児休業～2名

４.職員の分限及び懲戒処分の状況（平成20年度）
　平成20年度の分限処分は降任が1名、休職が1名で、懲戒処分はおりませんでした。

５.職員の服務の状況（平成20年度）
　平成20年度、服務義務に違反した職員は5名でした。

６.職員の研修及び勤務成績の評定の状況
　（１）職員の研修の状況（平成20年度）

研修名 中級研修 法務基礎
研　　修

法務応用
研　　修

メンタルヘルスと
カウンセリング研修

クレーム
対応研修

議会道外
随行研修

地域おこし
道外研修 海外研修 勤続30年

職員研修
修了者数 1名 2名 2名 1名 1名 1名 1名 1名 3名

　（２）勤務成績の評定の状況
　　平成21年度現在、実施しておりません。         

７.職員の福利及び利益の保護の状況（平成20年度）
　（１）福利厚生の状況 

区　　　　　分 内　　　　　　　　容 実　施　状　況
北海道市町村職員共済組合 検診・健康づくり事業、ライフプラン推進事業、医療費適正化事業、宿泊施設利用助成事業の実施
北海道市町村職員福祉協会 健康管理対策事業への助成、退職者セミナーの開催、入院一時金・出産祝金・弔慰金の給付

村
30歳以上の職員に総合健診を実施(その他の職員には村の健診を実施) 受診者35人（81.4％）
永年勤続職員表彰 30年3人・20年2人・10年3人を表彰
職員スポーツ活動補助 10万円

地方公務員災害補償基金 公務中や通勤途上で被災した場合の補償 1人

　(２)互助会に対する公費の負担状況　        
区　　　　分 実　　　　　　　　　　　　績

北海道市町村職員福祉協会 公費補助等総額（率） 194,263円（17.6%）
一人あたりの公費負担額 3,133円

村

福利厚生事業実績総額 1,869,094円
一人あたりの公費負担額 30,147円

個別事業給付単価・実施件数・実績額

総合健診助成　21,750円 35件 761,250円
婦人検診助成  6名   8,892円
永年勤続表彰給付　　実績998,952円　
　・10年勤続 10,000円　3件　～　 30,000円
　・20年勤続 12,000円　2件　～　 24,000円
　・30年勤続 15,000円　3件　～　 45,000円

300,000円　3件　～　900,000円
レクリエーション活動助成　100,000円　1団体～100,000円

　(３)利益の保護の状況
　　・公平委員会に係る業務の状況
区　分 勤務条件に関する措置の要求 不利益処分に関する不服申し立て 苦情処理
件　数 0件 1件 0件

鶴居村人事行政の運営等の状況をお知らせします！

２. 職員の給与の状況
　※次のページに掲載のとおりです。
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■村職員等の給与状況（平成21年4月1日現在）
　村職員等の給与は、職務の内容や責任の度合いに応じて支給される給与と、扶養手当や通勤手当など一
定の条件に当てはまる場合に支給される諸手当があります。これらは、国や他の地方公共団体や民間企業
の給与などを考慮し、鶴居村議会の議決を経て条例で定められています。なお、ここに公表する給与は税
金や保険料などを差し引く前の額であり、手取り金額ではありません。

①職員給与費（普通会計）

区　分 職員数（A）
給　　　与　　　費 1人当たりの

給与費（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）
平成20年度 53人 2億0,231万円 3,392万円 8,576万円 3億2,199万円 607.5万円
平成19年度 53人 1億8,841万円 2,867万円 8,002万円 2億9,710万円 560.6万円

②歳出に占める人件費の割合
区　分 歳出額（A） 人件費（B） 人件比率（B/A）

平成20年度 39億2,009万円 5億2,555万円 13.4%
平成19年度 36億1,526万円 4億9,119万円 13.6%

④職員の平均給料・平均給与月額及び平均年齢（一般行政職）
区　分 平均給料額 平均給与額 平均年齢

平成21年度 338,500円 385,047円 43.7歳
平成20年度 338,200円 386,638円 43.0歳

⑥特別職の報酬等月額の状況（平成21年4月1日現在）
区　　分 給料・報酬 期末手当

給　料

村　長 798,000円 6月期 2.10月分
副村長 663,000円 12月期 2.30月分
教育長 598,000円 計 4.40月分

加算割合 15%

報　酬
議　長 307,000円 6月期 2.10月分
副議長 246,000円 12月期 2.30月分
議　員 193,000円 計 4.40月分

※平成20年度、同額。

⑦級別職員数（一般行政職）
区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

合計
標準的な職務内容 主事補 主事 係長・主査 係長・主査 課長補佐 課長
平成21年職員数
（構成比） 2人（4.0%） 9人

（18.4%）
9人

（18.4%）
13人

（26.5%）
7人

（14.3%）
9人

（18.4%）
49人

（100%）
平成20年職員数
（構成比） 4人（8.3%） 7人

（14.6%）
8人

（16.7%）
12人

（25.0%）
9人

（18.7%）
8人

（16.7%）
48人

（100%）

⑧退職手当（平成21年4月1日現在）    
鶴　居　村 国

支給率 自己都合 勧奨・定年 支給率 自己都合 勧奨・定年
勤続 20 年 23.5月分 30.55月分 勤続 20 年

同左
勤続 25 年 33.5月分 41.34月分 勤続 25 年
勤 続 35 年 47.5月分 59.28月分 勤続 35 年
最高限度額 59.28月分 59.28月分 最高限度額
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2～20％加算）

その他の加算措置
同左

③初任給（平成21年4月1日現在）
採　用 鶴居村 国

大　学　卒 172,200円 172,200円
高　校　卒 140,100円 140,100円
※平成20年度、同額。

⑤期末・勤勉手当（平成21年4月1日現在） 

支給月
鶴　居　村

国
期末手当 勤勉手当

６月期

12月期

計

1.40月分

1.60月分

3.00月分

0.75月分

0.75月分

1.50月分

同　左

加算措置

の 状 況

係　　長　 5％

課長補佐　10％

課　　長　15％

役職加算

5～20％

管理職加算

10～25％

※詳細及び全国市町村の状況
につきましては、鶴居村ホー
ムページを参照下さい。この
記事へのお問い合わせは、総
務課総務係（64-2111）までお
願いいたします。

村特別職・議会議員・職員の給与状況
（概要）を公表します！（概要）を公表します！
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天
候
に
恵
ま
れ
た
中
、
釧
路
管
内
の
各
市
町
村
か
ら
選
抜
さ
れ
た
男
女
１
２
０
名
の
選

手
が
出
場
し
た
釧
路
管
内
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
鶴
居
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）ま
で
北
海
道

と
北
海
道
体
育
協
会
が
主
催
し
て
い
た「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
」を
引
き
継
い
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

結
果
は
、
総
合
、
男
性
、
女
性
の
各
部
で
阿
寒
町
が
３

冠
を
達
成
、
男
性
個
人
の
部
は
林
寿
幸
さ
ん（
阿
寒
町
）、

女
性
個
人
の
部
は
勘
川
敏
子
さ
ん（
阿
寒
町
）が
優
勝
、
鶴

居
村
は
男
子
の
部（
国
安
修
一
、
大
山
尚
良
、
原　

巌
、

児
玉
武
夫
、
熊
谷
八
郎
、
飯
塚
慶
満
の
６
選
手
、
敬
称
略
）

で
３
位
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
に
と
っ
て
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
を
通
じ
た
交
流
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

（
＊
旧
阿
寒
町
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
釧
路
市
で
す
が
、

釧
路
市
の
協
会
と
は
別
に
旧
阿
寒
町
の
協
会
で
チ
ー
ム
を

編
成
し
て
出
場
し
た
の
で
、「
阿
寒
町
」と
し
て
い
ま
す
）
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８
／
22
〜
23
人
馬
一
体
で
鶴
居
の
自
然
を
満
喫

　
第
９
回
ホ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
ｉｎ
つ
る
い

　

鶴
居
ど
さ
ん
こ
牧
場
を
発
着
地
点
と
し
、
９
回
目
を
迎

え
た「
ホ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
つ
る
い
」が
行
わ
れ
、
東
京

や
千
葉
な
ど
首
都
圏
を
中
心
に
51
名
が
参
加
し
、
森
林
や

牧
草
地
、
湿
原
を
巡
り
、
鶴
居
の
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

23
日
に
行
わ
れ
た「
エ
ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
」は
、
馬
に
負
担

を
か
け
ず
に
80
キ
ロ
、
60
キ
ロ
の
タ
イ
ム
を
競
う
競
技
で

あ
り
、
ま
た
40
キ
ロ
、
20
キ
ロ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ラ
イ
ド

も
併
せ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
大
会
ス
タ
ッ
フ
や
沿
道
で
の
応
援
に

応
え
な
が
ら
、
絶
好
の
競
技
日
和
の
中
、
コ
ー
ス
上
に
あ

る
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

８
／
23
各
市
町
村
の
選
抜
選
手
が
一
堂
に

　
釧
路
管
内
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

人馬一体となって奮闘中です

８
／
23
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
好
評

　
緑
の
風「
コ
ロ
コ
ニ
」に
よ
る
恒
例
の「
つ
る
い
市
場
」

　

総
合
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、

恒
例
の「
つ
る
い
市
場
」が
開
催
さ
れ
、
村
内

外
か
ら
の
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
野
菜
や
海
産
物
、
各
種
の
加
工

食
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
ま
た
木
を
使
っ
た

お
も
ち
ゃ
の
コ
ー
ナ
ー
や
仏
画
に
色
を
塗
る

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
子

供
た
ち
に
人
気
で
し
た
。

　

ま
た
、
鶴
居
小
学
校
特
別
支
援
学
級「
の

び
の
び
・
き
ら
き
ら
・
す
く
す
く
」学
級
の

子
ど
も
た
ち
が
松
ぼ
っ
く
り
や
枝
を
使
っ
て

制
作
し
た
置
物
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
来
場
者

の
関
心
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
の「
つ
る
い
市
場
」は
、
10

月
18
日（
日
）の
開
催
で
終
了
す
る
予
定
で
す
。

教えてもらいながら真剣に色を塗っています
（仏画に色を塗るコーナー）

木を使ったおもちゃのコーナーは子どもたち
の交流の場となり人気でした　　　　　　　

鶴居小学校の「のびのび・きらきら・すくすく」
学級の手作りの作品は大変人気でした　　　



　

兵
庫
県
市
川
町
な
ど
を
会
場
に
、
今
年
度
の「
鶴
居
村
ふ
る
さ
と
創
生
中
学
生
派
遣
交
流
事
業
」

が
行
わ
れ
、
鶴
居
中
学
校
22
名
、
幌
呂
中
学
校
５
名
、
標
茶
町
立
久
著
呂
中
央
中
学
校
１
名
の

計
28
名
の
中
学
２
年
生
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
市
川
町
で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
受
け
、

そ
の
夜
、
町
内
の
屋
形
区
地
蔵
盆
の
行
事
に
参
加

し
、
伝
統
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
行
わ
れ
た
市
川
町
立
鶴
居
中
学
校
の

２
年
生
と
の
交
流
会
で
は
、
名
刺
交
換
な
ど
を
行

い
な
が
ら
生
徒
同
士
は
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
学
校

紹
介
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
限
ら
れ
た
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
お
互
い
に
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
を
作
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
国
宝

「
姫
路
城
」や
最
終
日
は
神
戸
市
内
の
見
学
を
行
っ

て
、
多
く
の
思
い
出
を
作
っ
た
暑
さ
厳
し
い
関
西

地
方
を
後
に
し
ま
し
た
。
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８
／
23
〜
25

赤
ち
ゃ
ん
に
興
味
津
々

　
鶴
居
中
学
校「
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
」

８
／
26

　

命
の
大
切
さ
や
尊
さ
、
親
に
な
る
こ
と
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
な
の
か
を
学
ぶ
、「
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ

れ
あ
い
体
験
学
習
」が
鶴
居
中
学
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

授
業
に
は
３
年
生
23
名
が
参
加
し
、
釧
路
赤
十

字
病
院
の
助
産
師
の
講
話
や
、
実
際
に
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
い
た
り
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
で
は
、
恐
る
恐
る
赤

ち
ゃ
ん
に
触
れ
る
生
徒
や
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
接

す
る
生
徒
な
ど
、
生
徒
の
反
応
も
様
々
で
し
た
が
、

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
、
命
の
大
切
さ
や

親
の
苦
労
、
そ
し
て
自
分
た
ち
も
大
切
に
育
て
ら

れ
た
こ
と
を
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

初
め
て
体
験
す
る
赤
ち
ゃ
ん
の

「
抱
っ
こ
」は
難
し
い
よ
う
で
す

貴
重
な
体
験
と
思
い
出
づ
く
り

　
「
鶴
居
村
ふ
る
さ
と
創
生
中
学
生
派
遣
交
流
事
業
」

９
／
５
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
各
世
代
が
楽
し
み
ま
し
た

　
鶴
居
保
育
園
で
運
動
会
が
開
催

　

31
回
目
を
迎
え
た
鶴
居
保
育
園
の
大
運
動
会
が
フ
ァ

ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た

園
児
が
父
母
や
家
族
な
ど
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

全
ク
ラ
ス
参
加
の「
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
て
」や
親
子
競

技
の「
み
つ
け
ら
れ
る
か
な
？
」、
そ
し
て
地
域
な
ら
で

は
の「
が
ん
ば
れ
１
年
生
」（
卒
園
児
対
象
）や「
な
か
よ

く
コ
ロ
コ
ロ
」（
祖
父
母
対
象
）と
い
っ
た
競
技
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
で
各
世
代
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
内
容

で
し
た
。

　

最
後
に
は
、
全
ク
ラ
ス
参
加
の
紅
白
バ
ト
ン
リ
レ
ー

が
行
わ
れ
、
園
児
の
み
な
ら
ず
家
族
や
地
域
の
方
々
に

と
っ
て
、
楽
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

ゴールテープ目がけて一直線！

市川町立鶴居中学校での交流会では、
自己紹介のため名刺交換を行いました

市川町屋形区の伝統行事「地蔵盆」
生徒は「法被」「浴衣」で参加しました

世界遺産「国宝・姫路城」を見学
北海道と違った暑さが感じられる1枚です
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９
／
５
〜
６
コ
ン
サ
ド
ー
レ
サ
ッ
カ
ー
教
室
や
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌

ユ
ー
ス
Ｕ
ｌ
12
と
の
交
流
試
合
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

　
第
20
回
タ
ン
チ
ョ
ウ
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
、
鶴
居
村

多
目
的
運
動
広
場
グ
ラ
ン
ド（
サ
ッ
カ
ー
場
）で
開
催
さ
れ
、

釧
路
市
を
始
め
と
し
た
各
市
町
村
か
ら
７
チ
ー
ム
が
出
場

し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）に
第
1
回
大
会
が
開
催
さ
れ
、

今
年
で
20
回
目
を
迎
え
た
こ
の
大
会
も
、
管
内
で
は
歴
史

あ
る
大
会
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
と
な
っ
た
５
日
は
、
朝
か
ら
雨
が
降
り
、
当
初
予

定
し
て
い
た
初
日
の
各
試
合
が
中
止
と
な
り
、
雨
が
上
が
っ

た
午
後
２
時
か
ら
２
日
目
に
予
定
し
て
い
た
コ
ン
サ
ド
ー

レ
札
幌
サ
ッ
カ
ー
教
室
と
大
会
出
場
の
各
チ
ー
ム
か
ら
選

抜
さ
れ
た
選
手
た
ち
と
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
ユ
ー
ス
Ｕ
ｌ

12
と
の
交
流
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
カ
ッ
プ
の
予
選
と
本
選
が
行

わ
れ
、
厚
岸
オ
ス
ト
ラ
が
優
勝
し
、
標
茶
町
と
の
合
同
チ
ー

ム
で
出
場
し
た
本
村
少
年
団
は
３
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

２
日
間
、
天
候
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
道
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
と
の
交
流
や
管
内
チ
ー
ム
と
の
交

流
は
、
参
加
し
た
選
手
た
ち
に
と
っ
て
充
実
し
た
も
の
に

な
り
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
を
巡
っ
て
激
し
い

競
り
合
い

必死にボールを追う選手たち
（コンサドーレ札幌ユースＵ-12との交流試合）

コンサドーレのコーチから
の直接指導。皆真剣です

９
／
13
チ
ー
ズ
を
使
っ
た
鶴
居
村
の「
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
」が
誕
生

　
「
ふ
る
さ
と
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」グ
ラ
ン
プ
リ
発
表

　

今
年
５
月
以
降
、
村
で
は
特
産
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
「
鶴

居
」
を
使
っ
た
新
し
い
料
理
メ
ニ
ュ
ー
（
レ
シ
ピ
）
の
募
集

を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
鶴
居
運
動
広
場
に

お
い
て
、
Ｓ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
「
ど
さ
ん
こ
ワ
イ
ド
１
８
０
」
の

料
理
コ
ー
ナ
ー
で
お
な
じ
み
の
料
理
研
究
家
、
星
澤
幸
子
さ

ん
を
お
迎
え
し
、
ふ
る
さ
と
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
８
月
23
日
に
幌
呂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
最
終
審
査
で
は
、
日
野
浦
村
長
、
星
澤
幸
子
さ
ん
、
村

商
工
会
関
係
者
な
ど
に
よ
っ
て
、
応
募
総
数
46
点
か
ら
第
一

次
審
査
を
通
過
し
た
５
点
の
料
理
に
対
す
る
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

結
果
、
小
澤
ま
り
子
さ
ん
（
下
幌
呂
）
の
「
ベ
ジ
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
・
グ
リ
ー
ン
」
が
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
、
準
グ
ラ
ン
プ

リ
に
は
、
松
井
敏
江
さ
ん
（
幌
呂
）
の
「
チ
ー
ズ
の
木
の
葉
包

み
」、
鶴
居
村
長
賞
に
は
金
子
睦
さ
ん
（
釧
路
市
阿
寒
町
）
の

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
鶴
居
だ
し
。」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の

星
澤
幸
子
さ
ん
に
よ
る

「
ト
ー
ク
＆
料
理
シ
ョ
ー
」

も
行
わ
れ
ま
し
た

９
／
12

　

54
回
目
を
迎
え
た
釧
路
地
方
支
部
消
防
団
員
技
能

競
技
大
会
が
釧
路
市
で
開
催
さ
れ
、
本
村
か
ら
も
鶴

居
消
防
団
の
各
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
火
災
現
場
を
想
定
し
、
出
動
、
消

火
、
撤
収
ま
で
の
一
連
の
行
動
を
い
か
に
迅
速
か
つ

正
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
を
競
う
も
の
で
す
。

　

本
村
の
消
防
団
員
も
日
ご
ろ
鍛
え
た
技
術
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
、
第
一
分
団
が
「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」

で
準
優
勝
、
同
じ
く
「
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
」
で
も

３
位
と
な
り
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

日
ご
ろ
鍛
え
た
技
術
を
競
い
ま
し
た

　
第
54
回
釧
路
地
方
支
部
消
防
団
員
技
能
競
技
大
会

第一分団の迫力ある競技の様子
（自動車ポンプの部）
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藤原和香ちゃん
(茂雪裡）

北川紗花ちゃん（鶴居市街）

髙橋優空ちゃん
（鶴居市街）菱沼千紗ちゃん

（中久著呂）

９
／
16

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
鶴
居

村
寿
大
学
・
大
学
院
の
室
内
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
も
合
せ
92
名
の
方
々

が
参
加
し
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
あ
る
以
上
、
当
然
な
が
ら
勝
ち
負
け
の「
勝
負
」

が
あ
る
も
の
の
、
参
加
者
た
ち
か
ら
は
、
チ
ー
ム
内
で

の「
協
力
」や「
交
流
」の
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
声
援
が
飛
ぶ
と
、

随
所
に
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
、
参
加
者
の
笑
み

が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

アキアジのつかみどりに奮闘中！

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
元
気
で
楽
し
い
生
き
が
い
づ
く
り

　
寿
大
学
・
大
学
院
室
内
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

９
／
23
秋
の
鶴
居
が
盛
り
だ
く
さ
ん

　
「
鶴
居
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」が
開
催

　

茂
雪
裡
川
河
畔
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
前
の
特
設
会
場

に
お
い
て
、「
鶴
居
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
、
村
内
外
か
ら
の
多
く
の
来
場
者
に
よ
り
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
地
場
産
野
菜
の
即
売

会
や
牛
肉
の
格
安
販
売
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー

な
ど
の
味
覚
が
満
喫
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
ア
キ
ア
ジ

の
つ
か
み
ど
り
コ
ー
ナ
ー
、
そ
し
て
動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
さ
れ
、
老
若
男

女
を
問
わ
ず
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
内
容
で
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
で
は
、
下
雪
裡
の
清
水

武
志
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
、
牧
草
ロ
ー
ル
競
争

や
牧
草
ロ
ー
ル
御
輿
の
登
場
な
ど
、
鶴
居
の
魅
力
が

満
載
の
楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

愉
快
な
人
形
劇
を
楽
し
み
ま
し
た

　
「
人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
」の
巡
回
公
演

９
／
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こ
の
ほ
ど
、
釧
路
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
主
催
の

芸
術
鑑
賞
会
「
人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
」
に
よ
る
巡
回
公

演
が
、
鶴
居
保
育
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
鶴
居
、
幌

呂
両
保
育
園
の
園
児
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
芸
術
鑑
賞
の

機
会
を
提
供
し
、
そ
の
健
や
か
な
情
操
を
育
む
こ
と
を

目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
場
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
で
溢
れ
、
大
変
楽
し

い
鑑
賞
会
と
な
り
ま
し
た
。

オオカミが登場

子どもたちの笑顔でいっぱいです随所にハッスルプレーが見られました

　９月９日（水曜日）に鶴居村総合セ
ンターで行われた３歳児健診において
「虫歯のない子」として表彰されたお
子さんたちをご紹介します。

ご
紹
介
し
ま
す



役場代表（総務課）
TEL ６４－２１１１
FAX ６４－２５７７

振興課・・・・・64-2112
住民課・・・・・64-2113
産業課・・・・・64-2114
建設課・・・・・64-2115
議会事務局・・・64-2116
農業委員会・・・64-2114
鶴居診療所・・・64-2122
教育委員会・・・64-2050
      　 (FAX 64-2900)

10月の行事予定
１日（木）
　鶴居老人クラブ健康相談
　　９：30～　鶴居老人寿の家
　エストニア酪農視察団本村訪問
　　10：00～　酪楽館ほか
　下幌呂老人クラブ健康相談
　　10：30～　下幌呂老人寿の家
４日（日）
　村民ゴルフ大会
　　12：00～　釧路カントリークラブ
６日（火）
　子育て支援事業「あそびのひろば」
　　10：00～　ふるさと情報館　
７日（水）
　家族介護者交流事業「もぐらの会」
　　10：00～　総合センター
　ヘルスコンダクター育成講座
　　13：00～　役場２階会議室
12日（月）
　村民パークゴルフ大会
　　８：00～　鶴居パークゴルフ場
14日（水）
　ＢＣＧ、３種混合、麻しん・風しん、２種
　混合予防接種
　　15：00～　鶴居診療所
17日（土）
　鶴居中学校学校祭（鶴中祭）
　　９：00～　鶴居中学校
18日（日）
　幌呂小学校「わくわくランド」
　　９：00～　幌呂小学校
21日（水）
　ポリオ予防接種
　　14：00～　総合センター
22日（木）
　『おひさま』（親の会）
　　10：00～　役場２階和室
24日（土）
　鶴居小学校学芸会
　　９：00～　鶴居小学校
25日（日）
　下幌呂小学校学芸会
　　９：00～　下幌呂小学校
　幌呂中学校学校祭（幌中祭）
　　９：00～　幌呂中学校
２９日（木）
　乳児健診
　　13：00～　総合センター

９　平成21年10月号

一
般
家
庭
用
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購

入
に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

促
進
と
地
域
林
産
材
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
材
を
燃
料
と
す
る
家
庭

用
室
内
型
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
購
入
さ
れ

た
方
に
対
す
る
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

助
成
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

１
．
助
成
対
象
者

　

村
内
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
居
住
す
る
住

宅
に
設
置
し
、
適
正
に
管
理
で
き
る
方
（
事

業
所
は
除
く
）
が
、
平
成
21
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
未
使
用
の

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
購
入
さ
れ
た
場
合

２
．
助
成
額

　

１
台
の
本
体
購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内

と
し
、
上
限
は
15
万
円
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
国
や
北
海
道
な
ど
か
ら
の
補

助
金
の
交
付
を
受
け
、
ま
た
は
交
付
対
象
と

さ
れ
て
い
る
ス
ト
ー
ブ
は
助
成
の
対
象
外
と

し
ま
す
。

３
．
申
請
に
係
る
留
意
事
項

　

申
請
時
に
は
、
購
入
時
の
「
領
収
証
」
と

「
取
扱
説
明
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

補
助
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
役
場
産
業
課

窓
口
に
配
置
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
連
絡
を

い
た
だ
け
れ
ば
送
付
致
し
ま
す
。

４
．
そ
の
他

　

村
内
で
は
、
鶴
居
村
森
林
組
合
が
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

（
☎
64
ｌ
２
４
２
２
）

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
産
業
課
林
政
係

　

☎
64
―
２
１
１
４

特
別
な
事
情
に
よ
る
子
育
て
応
援
特

別
手
当
（
平
成
21
年
度
版
）
の
受
給

申
請
に
つ
い
て

　

現
下
の
厳
し
い
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
幼

児
教
育
期
の
負
担
に
配
慮
す
る
観
点
か
ら
、

今
年
度
限
り
の
措
置
と
し
て
「
子
育
て
応
援

特
別
手
当
制
度
」（
平
成
21
年
度
版
）
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
は
、
生
年
月

日
が
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４

月
１
日
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
の
住
民

基
本
台
帳
、
外
国
人
登
録
原
票
上
の
世
帯
主

に
対
し
て
、
対
象
と
な
る
子
ど
も
一
人
当
た

り
３
万
６
千
円
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
手
当
は
、
住
民
登
録
が
正
し
く
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
支
給
の
要
件
と
な
り
ま
す

が
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
の
被
害
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
に
よ
り
、
現
在
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
に
住
民
登
録
で
き
な
い
方
へ
の
事
前
申

請
を
次
の
内
容
に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

１
．
事
前
申
請
の
受
付
期
間

　

平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で　
　

　
（
申
請
受
付
期
間
を
厳
守
願
い
ま
す
）

２
．
事
前
申
請
書
に
つ
い
て

　

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
窓
口
の
ほ
か
、
配

偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
婦
人
相
談

所
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
入

手
で
き
ま
す
。

３
．
事
前
申
請
書
へ
の
添
付
書
類

　

事
前
申
請
書
に
は
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
次
の
書
類
（
対
象
と
な

る
子
ど
も
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
必
要
で
す
）
を
添
付
し
、
今
お
住
ま

い
の
市
区
町
村
へ
申
請
く
だ
さ
い
。

　

●
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
発

　
　

行
す
る
証
明
書

　

●
婦
人
相
談
所
の
発
行
す
る
証
明
書

　

●
保
護
命
令
決
定
書
の
謄
本
ま
た
は
正
本

４
．
申
請
受
理
後

　
「
事
前
申
請
書
」
に
基
づ
き
、
住
民
登
録

を
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村
へ
連
絡
を
し
、
子

育
て
応
援
特
別
手
当
の
支
給
対
象
者
を
世
帯

主
か
ら
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
方
へ
変
更
し
ま
す
。

な
お
、「
事
前
申
請
書
」
に
記
入
さ
れ
た
、

今
お
住
ま
い
の
住
所
な
ど
の
情
報
は
、
住
民

登
録
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村
へ
は
お
知
ら
せ

し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、手
当
に
つ
い
て
は
、「
事
前
申
請
書
」

を
提
出
し
た
市
区
町
村
で
は
な
く
、
住
民
登

録
が
な
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
住
民
課
福
祉
係

　

☎
64
―
２
１
１
３
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秋
の
火
災
予
防
運
動
の
実
施

に
つ
い
て

　

10
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
、全
道

一
斉
に「
火
は
見
て
る　

あ
な
た
が

離
れ
る
そ
の
時
を
」を
標
語
に
、秋
の

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
暖
房
器

具
の
使
用
に
伴
い
、
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
中
に
道
内
で
発
生
し

た
火
災
件
数
は
、
２
，
５
５
３
件

に
上
り
、
１
０
５
名
も
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

火
災
の
原
因
は
、
た
ば
こ
、
コ
ン

ロ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
で
、
そ
の
多

く
は
失
火
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
火
災
を
早
期
に
発
見
し
、

被
害
を
最
小
限
に
押
さ
え
る
た
め
、

住
宅
用
火
災
報
知
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
10
月
18
日
の
午
前
10
時

か
ら
消
防
車
両
７
台
に
よ
る
防
火

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

参
観
く
だ
さ
い
。（
ル
ー
ト
は
、

鶴
居
市
街
↓
上
幌
呂
↓
幌
呂
市
街

↓
下
幌
呂
↓
下
久
著
呂
で
す
）

【
お
問
合
せ
先
】

　

鶴
居
消
防
署

　

☎
64
ｌ
２
３
４
４

行
政
相
談
週
間
に
つ
い
て

　

総
務
省
で
は
、
10
月
19
日
か
ら

25
日
ま
で
を
「
行
政
相
談
週
間
」

と
定
め
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や

ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
の
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
ご
相
談

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

○
道
路
が
で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
て
通

行
に
支
障
が
あ
る

○
不
便
な
場
所
に
設
置
し
て
あ
る

郵
便
ポ
ス
ト
を
移
設
し
て
欲
し
い

○
登
記
や
社
会
保
険
に
つ
い
て
、

聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る

○
役
所
に
相
談
し
た
い
が
ど
こ
の
窓

口
に
行
け
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

　

行
政
相
談
員
は
、
あ
な
た
と
行

政
と
の
パ
イ
プ
役
で
す
。
行
政
相

談
員
が
、
住
民
の
皆
様
か
ら
の
行

政
に
対
す
る
苦
情
や
ご
意
見
、
ご

要
望
な
ど
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

な
お
、
ご
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

ご
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
行
政
相

談
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

鶴
居
村
の
行
政
相
談
員
は

　

鶴
居
市
街
の
川
辺
正
道
さ
ん

【
ご
連
絡
先
】
☎
64
―
２
４
５
２

　

ま
た
は
、
釧
路
行
政
評
価
分
室

に
お
い
て
も
常
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
ご
連
絡
先
】

　

釧
路
行
政
評
価
分
室

　

☎
０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０

第
19
回「
公
証
週
間
」に
つ
い
て

　

日
本
公
証
人
連
合
会
で
は
、
公

証
制
度
を
広
く
国
民
の
間
に
普
及

さ
せ
る
た
め
の
事
業
の
一
環
と
し

て
、
法
務
省
の
支
援
の
も
と
に
、

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
期
間

を
「
公
証
週
間
」
と
し
て
、
全
国

一
斉
に
夜
間
、
休
日
に
お
け
る
無

料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

１
．
相
談
内
容

　

遺
言
（
紛
争
防
止
、
後
継
者
へ

の
事
業
継
承
な
ど
の
た
め
）、
任

意
後
見
契
約
（
認
知
症
な
ど
に

な
っ
た
と
き
の
た
め
）、
協
議
離

婚
（
養
育
費
、
慰
謝
料
支
払
確
保
、

年
金
分
割
な
ど
の
た
め
）、
金
銭

の
貸
借
な
ど
の
公
証
事
務
全
般

２
．
日
時

⑴
夜
間

10
月
１
日
か
ら
９
日
（
土
・
日

は
除
く
）
ま
で
の
午
後
５
時
か

ら
午
後
７
時

⑵
休
日

10
月
３
日
か
ら
４
日
ま
で
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
公
証
人
合
同
役
場

　

☎
25
―
１
３
６
５

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ
イ
カ
）
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
に

つ
い
て

　

10
月
１
日
か
ら
11
月
９
日
の
期

間
で
、
海
外
青
年
協
力
隊
・
日
系

社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
20
歳

か
ら
39
歳
）
及
び
シ
ニ
ア
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
日
系
社
会
シ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
40
歳
か
ら
69
歳
）

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

発
展
途
上
国
の
国
づ
く
り
や
人

づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
、
自
分
の

持
っ
て
い
る
技
術
や
経
験
を
活
か

し
て
み
た
い
と
い
う
意
欲
を
持
っ

て
い
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
日
程
で
募
集
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
年
齢
、

経
験
を
問
わ
ず
興
味
の
あ
る
方
は

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

１
．
日
時

10
月
25
日

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
午
前

10
時
か
ら
正
午

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
午
後
１

時
30
分
か
ら
３
時
30
分

２
．
会
場

　

釧
路
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
お
問
合
せ
先
】

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
帯
広

　

☎
０
１
５
５
―
35
―
１
２
１
０

「
釧
路
産
な
が
昆
布
」
の
新

た
な
利
活
用
の
ア
イ
デ
ア
募

集
に
つ
い
て

　

釧
路
支
庁
管
内
町
村
会
で
は
、「
釧

路
産
な
が
昆
布
」
の
消
費
拡
大
を
目

的
と
し
て
、
新
し
い
利
活
用
方
法
の

ア
イ
デ
ア
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

１
．
募
集
規
定

⑴
釧
路
産
な
が
昆
布
を
原
料
と
し

た
新
し
い
利
活
用
の
ア
イ
デ
ア

（
料
理
レ
シ
ピ
を
含
む
）
を
募
集

し
ま
す
。
た
だ
し
、
未
発
表
か
つ

自
作
の
も
の
に
限
定
し
ま
す
。

⑵
応
募
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
の
中
か
ら
、

最
も
優
れ
た
も
の
に
最
優
秀
賞
を
、

優
れ
た
も
の
に
優
秀
賞
を
授
与
し
ま
す
。

⑶
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
ア
イ
デ
ア
に
関
す
る
知
的
財
産

権
は
釧
路
支
庁
管
内
町
村
会
会
長

に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

２
．
応
募
要
件

　

年
齢
、
法
人
・
個
人
・
グ
ル
ー

プ
は
問
い
ま
せ
ん
。（
お
一
人
複

数
の
応
募
も
可
能
で
す
）

３
．
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
10
月
30
日（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

（
応
募
用
紙
はhttp://w

w
w
.tow
n-

ham
anaka.jp/2009/info.htm

l

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

４
．
応
募
先
・
お
問
合
せ
先

浜
中
町
役
場
水
産
課
漁
政
係　

「
海
の
幸
」
新
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当

〒
０
８
８
―
１
５
９
２

厚
岸
郡
浜
中
町
霧
多
布
東
４
条

１
丁
目
35
番
地
１

☎
０
１
５
３
―
62
―
２
２
４
３

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止

運
動
の
実
施
に
つ
い
て

　

我
が
国
に
お
け
る
薬
物
乱
用
の

現
状
は
、
薬
物
事
犯
に
お
い
て
検

挙
さ
れ
た
人
の
大
多
数
が
覚
せ
い
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剤
事
犯
に
よ
る
も
の
で
、
ま
た
大

麻
や
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
な
ど
の
合
成
麻
薬

も
、
そ
の
押
収
量
が
年
々
増
加
す

る
な
ど
依
然
と
し
て
憂
慮
す
べ
き

事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
ヶ
月
の
間
に
有

名
芸
能
人
が
覚
せ
い
剤
や
麻
薬
に

よ
り
検
挙
さ
れ
、
社
会
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

薬
物
の
乱
用
は
、
単
に
乱
用
者

の
身
体
、
生
命
に
危
害
を
及
ぼ
す

の
み
な
ら
ず
、
青
少
年
の
健
全
な

育
成
を
阻
み
、
家
庭
を
崩
壊
さ
せ
、

社
会
の
秩
序
を
乱
す
な
ど
、
計
り

知
れ
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

の
２
ヶ
月
間
展
開
さ
れ
る
こ
の
運

動
は
、
こ
の
よ
う
な
麻
薬
、
覚
せ

い
剤
、
大
麻
な
ど
の
薬
物
乱
用
に

よ
る
弊
害
を
広
く
国
民
に
認
識
し

て
も
ら
い
、
国
民
が
一
体
と
な
っ

て
こ
れ
に
立
ち
向
か
う
態
勢
を
作

り
、
も
っ
て
薬
物
乱
用
に
よ
る
弊

害
の
根
絶
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
取
り
組
み
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

厚
生
労
働
省
監
視
指
導
・
麻
薬

　

対
策
課

　

☎
03
―
５
２
５
３
―
１
１
１
１

全
国
労
働
衛
生
週
間
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
展
開
さ

れ
る
全
国
労
働
衛
生
週
間
は
、
昭
和

25
年
に
第
１
回
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、

本
年
度
で
60
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

我
が
国
に
お
け
る
昨
年
の
業
務

上
疾
病
に
よ
る
被
災
者
は
８
，
８

７
４
人
で
あ
り
、
平
成
16
年
度
以

降
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、一
般
定
期
健
康
診
断
の

結
果
、何
ら
か
の
所
見
を
有
す
る

労
働
者
の
割
合
は
増
え
続
け
て
お

り
、昨
年
で
は
51
．３
％
に
上
っ
て

い
ま
す
。さ
ら
に
、仕
事
や
職
業
生

活
に
関
す
る
強
い
不
安
や
悩
み
、

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
労
働
者
の
割

合
は
約
６
割
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
労
働
者

の
健
康
確
保
や
快
適
な
職
場
づ
く
り

を
組
織
的
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
み
、

労
働
者
の
心
の
健
康
が
確
保
さ
れ
た

明
る
い
職
場
を
み
ん
な
で
実
現
す
る

た
め
に
、「
ト
ッ
プ
が
決
意　

み
ん

な
が
つ
く
る　

心
の
健
康
・
明
る
い

職
場
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
全
国

労
働
衛
生
週
間
を
実
施
致
し
ま
す
の

で
、
自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理
活
動

の
一
層
の
促
進
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

厚
生
労
働
省
労
働
衛
生
課

　

☎
03
―
５
２
５
３
―
１
１
１
１

10
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月

間
で
す

　

骨
髄
は
、
腰
や
胸
の
骨
の
内
部

に
あ
る
海
綿
状
の
組
織
で
、
骨
髄

液
に
満
た
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
液

体
の
中
に
は
血
液
成
分
の
も
と
に

な
る
骨
髄
幹
細
胞
が
あ
り
ま
す
。

　

骨
髄
移
植
と
は
、白
血
病
な
ど
の

血
液
の
難
病
に
か
か
っ
た
方
の
骨

髄
幹
細
胞
を
、骨
髄
提
供
者（
ド
ナ
ー
）

の
方
の
骨
髄
幹
細
胞
と
入
れ
替
え

る（
実
際
は
、骨
髄
液
を
点
滴
静
注
す

る
）こ
と
で
あ
り
、そ
れ
に
よ
り
、正

常
な
造
血
機
能
を
回
復
さ
せ
ま
す
。

　

毎
年
、
多
く
の
方
が
突
然
、
白
血

病
な
ど
の
血
液
の
難
病
に
冒
さ
れ
、

闘
病
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
多
く
の

方
々
は
、
骨
髄
移
植
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
れ
ば
、
助
か
る
確
率
が
高
く

な
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
白
血

球
の
型
が
一
致
す
る
ド
ナ
ー
が
必
要

で
す
。
し
か
し
、
一
致
す
る
確
率
は

わ
ず
か
数
百
人
か
ら
数
万
人
に
一
人

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
一
人
の
方
を

救
う
た
め
に
は
た
く
さ
ん
の
骨
髄
バ

ン
ク
へ
の
ド
ナ
ー
登
録
が
必
要
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
を
救
う
た
め
に
、

ド
ナ
ー
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
協
会

　

☎
０
１
１
―
８
４
６
―
１
７
３
０

平
成
21
年
10
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

　

平
成
21
年
10
月
１
日
以
降
に
出

産
さ
れ
る
方
へ
の
出
産
育
児
一
時

金
は
、
そ
れ
ま
で
の
原
則
38
万
円

か
ら
４
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
原

則
42
万
円
と
な
り
ま
す
。（
産
科

医
療
補
償
制
度
に
加
入
し
て
い
る

病
院
な
ど
で
分
娩
さ
れ
た
場
合
）

　

ま
た
、
病
院
な
ど
か
ら
請
求
さ
れ

る
出
産
費
用
に
つ
い
て
は
、
原
則
42

万
円
の
範
囲
で
医
療
保
険
者
か
ら
病

院
な
ど
に
出
産
育
児
一
時
金
を
直
接

支
払
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
事
前
に

多
額
の
現
金
な
ど
を
用
意
す
る
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。（
直
接
支
払
制
度
）

　

た
だ
し
、
次
の
事
項
に
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

１
．
出
産
育
児
一
時
金
が
42
万
円

以
上
支
給
さ
れ
る
場
合
で
も
、
42

万
円
ま
で
が
直
接
支
払
制
度
の
対

象
で
す
の
で
、
42
万
円
を
超
え
る

部
分
は
、
ご
加
入
の
医
療
保
険
者

に
ご
自
身
で
ご
請
求
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

２
．
出
産
費
用
が
42
万
円
未
満
で

収
ま
っ
た
場
合
は
、
ご
本
人
は
そ

の
差
額
を
医
療
保
険
者
に
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
．
直
接
支
払
制
度
の
利
用
を
希

望
さ
れ
な
い
場
合
は
、
従
前
の
支

払
方
法
（
出
産
後
の
事
後
支
払
）

も
利
用
可
能
で
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

厚
生
労
働
省
保
険
局
総
務
課

　

☎
03
―
５
２
５
３
―
１
１
１
１

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
申

請
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

医
療
保
険
上
の
世
帯
を
単
位
と
し

て
、「
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
時
の

自
己
負
担
額
」
と
「
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
の
利

用
者
負
担
額
」
の
１
年
分
（
通
常

８
月
か
ら
翌
年
７
月
末
ま
で
）
の

自
己
負
担
額
を
合
算
し
た
金
額
が
、

こ
の
制
度
の
基
準
額
を
超
え
る
と
、

超
え
た
分
が
高
額
介
護
合
算
療
養

費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。（
対
象

と
な
る
方
に
は
、
12
月
以
降
に
申

請
手
続
き
の
ご
案
内
を
し
ま
す
）

　

自
己
負
担
額
の
合
計
の
基
準
額

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
現
役
並
み
所
得
者
（
住
民
税

の
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上

あ
る
被
保
険
者
と
そ
の
方
と
同
じ

世
帯
に
い
る
被
保
険
者
）

　

●
基
準
額　

67
万
円
（
89
万
円
）

２
．
一
般

　

●
基
準
額　

56
万
円
（
75
万
円
）

３
．
住
民
税
非
課
税
世
帯
（
２
区
分
）

　

区
分
Ⅰ
（
世
帯
全
員
が
非
課
税
で
、

世
帯
全
員
の
所
得
が
０
円
か
つ
公

的
年
金
受
給
額
が
80
万
円
以
下
の
方
、

ま
た
は
世
帯
全
員
が
非
課
税
で
老

齢
福
祉
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
）

　

●
基
準
額　

19
万
円
（
25
万
円
）

　

区
分
Ⅱ
（
世
帯
全
員
が
非
課
税

で
あ
る
方
）

　

●
基
準
額　

31
万
円
（
41
万
円
）

　
（　

）
内
の
金
額
は
、
平
成
20
年

度
に
限
り
定
め
ら
れ
た
、
平
成
20
年

４
月
か
ら
平
成
21
年
７
月
末
ま
で
の

自
己
負
担
額
の
合
計
基
準
額
で
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
１
１
―
２
９
０
―
５
６
０
１

　

役
場
住
民
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
64
―
２
１
１
３



　このコーナーでは、「あの日、あの時」と題し、これまでに発行された「広報つるい」を取り上げ、村の歩
みを振り返ってみたいと思います。
　今回は、去る９月２３日に開催された「鶴居村ふるさとまつり」を振り返ってみましょう。
　このイベントの起源は、１９７８年（昭和５３年）に始まった「産業まつり」ですが、その後、鶴居市街自治
会主催の「丹頂まつり」と合同開催となり、平成１６年度まで「産業・丹頂まつり」として鶴居村の魅力を広
く発信する役割を担ってきました。
　さらに平成１７年度からは「フォレストフェスティバル」と統合し、「鶴居村ふるさとまつり」と名称を変更、
昨年度は約６,０００人、そして今年も多くの来場者で賑わったイベントの足跡をたどりましょう。
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「
産
業
ま
つ
り
」が
広
報
つ
る
い
に
初
め
て
登
場
し
た
第
３
回
目
の
様
子
で
す
。

　

当
時
は
、鶴
居
市
街
の
農
業
共
済
組
合
前
の
共
進
会
場
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、牛
馬
の
共
進
会

や
牛
肉
、野
菜
な
ど
の
即
売
会
、子
供
相
撲
大
会
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、賑
わ
い
に
満
ち
た
1
日
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。（
１
９
８
０
年（
昭
和
55
年
）10
月
号
よ
り
）

　

表
紙
を
飾
っ
た
第
９
回
目
の
様
子
で
す
。

　

こ
の
年
か
ら
、「
産
業
ま
つ
り
」と
鶴
居
市
街
自
治
会
が
行
っ
て
い
た「
丹
頂
ま
つ
り
」（
３
回
目
）

が
合
同
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、名
称
も「
産
業
・
丹
頂
ま
つ
り
」と
な
り
ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト

は
２
日
日
程
で
共
進
会
場
と
村
営
球
技
場
の
２
ヶ
所
で
開
催
さ
れ
、年
々
イ
ベ
ン
ト
内
容
が
充

実
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。（
１
９
８
６
年（
昭
和
61
年
）10
月
号
よ
り
）

　
「
産
業
ま
つ
り
」が
始
ま
っ
た
１
９
７
８
年（
昭
和
53
年
）か
ら
20
年
後
の
イ
ベ

ン
ト
の
様
子
で
す
。

　

こ
の
年
は
、本
州
在
住
鶴
居
会
の
29
名
の
皆
さ
ん
が「
産
業
・
丹
頂
ま
つ
り
」に

合
わ
せ
て
帰
郷
し
、ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。中
に
は
40
年
ぶ
り
に
帰
郷
さ
れ

た
会
員
の
方
も
お
り
、会
場
で
は
懐
か
し
そ
う
に
旧
友
や
住
民
の
方
と
語
ら
う
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、ま
つ
り
前
夜
に
は
鶴
居
若
者
の
会
主
催
の「
丹
頂
総
乱
夏
祭
」が
開
催
さ

れ
、「
牧
草
ロ
ー
ル
御
輿
」が
鶴
居
市
街
中
心
部
を
約
２
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
練
り
歩
き
、

ま
つ
り
前
夜
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。現
在
の「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」に
も
、牧
草
ロ
ー

ル
に
ち
な
ん
だ
ゲ
ー
ム
や
御
輿
が
登
場
し
て
お
り
、イ
ベ
ン
ト
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）10
月
号
よ
り
）
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　鶴居村のごみ排出量は、平成11年度から平成15年度までは前年対比10％の伸びで推移し、平成15年度には1,106
ｔに達しました。その後、平成16年度に新しいごみ処分場の供用開始、平成17年７月からのごみ有料化等により
減少に転じ、平成18年度には平成11年度と同じ877ｔまで減少させることが出来ました。しかし有料化２年目の
平成19年度からは再び増加傾向にありました。増加に歯止めをかけるべく、昨年６月～８月に広報等でごみ減量
化の取り組み強化に努め、８月には新たにごみ分別の見直し等を実施しました。しかしながら、１年を経過する現
在でも減量化に歯止を掛けられていません。
　村民の皆様に鶴居村の現状をお知らせし、ごみ問題について皆さんと考えていきたいと思います。

１．有料化後　平成18年度からの総ごみ排出量

２．有料化後　平成18年度からの種類別のごみ量 （ｔ）

３．有料化後　平成１８年度からの手数料収入 （円）

年　度 ごみ袋収入 処分場手数料 合　計 世　帯　数 1世帯１年間の手数料（円）
平成18年度 2,900,000 1,471,700 4,371,700 997 4,385
平成19年度 3,025,000 1,504,500 4,529,500 998 4,539
平成20年度 3,225,000 1,594,500 4,819,500 1,027 4,693

４．釧路管内市町村の手数料とごみ排出量 （平成２１年８月の北海道新聞記事を参考に編集）

町村名 指定ごみ袋 処分場１K当たり 備　　　　　考 住民1人１日当たりごみ量　ｇ

白 糠 町 20L　   63円
35L　  105円 事業所 15.75円 家庭ごみは指定袋

事業所は処分場にて計量 　　７２２（1位）

浜 中 町 20L　   50円
40L　  100円 一般・事業 1円 処分場にて100㎏まで100円 　　８７２（2位）

標 茶 町
12L　   30円
20L　   40円
40L　   80円

事業所 10円 12Lは生ごみ専用 　　８８７（3位）

鶴 居 村 20L　   50円
45L　  100円 一般・事業 5円 平成17年７月有料化

釧路市・釧路町と同じ料金 　　９９７（4位）

釧 路 市 10L　   25円
20L　   50円
30L　   75円
40L　  100円

一般 5円

事業所 8円

平成17年４月有料化
釧路市・釧路町は同じ料金
平成21年４月料金引き上げ
事業所：５円から８円に改定

１，０８７（5位）

釧 路 町 １，０３２（6位）

弟子屈町
15L　 37.8円
30L　 75.6円
45L　113.4円

事業所 10円
資源ごみ袋も有料
袋代相当　15L 6.3円
30L 10.5円　45L 12.6円

１，１２４（7位）

厚 岸 町 ごみ手数料は世帯人数に応じた定額制を採用　住民税方式 １，１４４（8位）

　白糠町は平成15年にごみ有料化を実施しました。平成15年度に白糠町民が１日に排出したごみ料は1,294ｇで
管内３番目の多さでしたが、翌平成16年度には前年比42％減の750ｇまで削減しました。この年から５年連続で
削減を続けています。
　人口や企業が集中する釧路市や釧路町においても有料化以降はごみの削減が進み、釧路市においては有料化後に
19.6％削減、釧路町においても23.5％の削減を達成しました。　　　　　　　　　　　　（北海道新聞の記事より）

鶴居村のごみ（一般廃棄物）排出量の現状と課題

※村の学校紹介は村内５つの小・中学校を一巡しました。ご協力いただいた関係者の皆様ありがとうございました。
　今月号から「ごみシリーズ」に移行します。
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新型インフルエンザについて
　8月下旬に全国的にインフルエンザの流行シーズン入りが伝えられ、北海道では患者数が急増しています。
　感染を予防するために最も効果的なことは１人ひとりが感染予防の自覚をもって自ら実践することです。皆様のご協
力をお願いいたします。　
◇ 新型インフルエンザの感染拡大は一人ひとりが防ぐ！

　　

◇ 医療機関を受診する時には
○受診の際には必ずマスクの着用をお願いします。
○できるだけ公共交通機関を利用せず、自家用車で行くなどしてください。（公共交通機関を利用する場合は必ずマスクの着用をお願いいたします）
☆基礎疾患を有する方、高齢者、妊娠中の方、乳幼児の保護者の方へ
○早期受診・早期治療を心がけてください。
○普段からかかりつけの医師と受診方法について確認しておきましよう。
　　基礎疾患を有する方：慢性呼吸器疾患・慢性心疾患・代謝性疾患（糖尿病等）・腎機能障害・免疫機能不全（ステロイド全身

投与等）を有しており治療経過や管理の状況等を勘案して医師より重症化のリスクが高いと判断
される者等

◇ 園児、児童・生徒の保護者の方へ
道内では新学期が始まった8月21日以降、学級・学年閉鎖が見られています。
保護者の皆様は普段からお子様の健康状態を十分留意し、登園、登校時には体調の確認をお願いいたします。
【インフルエンザ脳症の注意】
○新型インフルエンザにより、インフルエンザ脳症を発症することがあります。
　以下の症状が見られる場合は、速やかに医療機関を受診してください。
　インフルエンザ様症状（発熱及び咳・のどの痛み・鼻水／鼻つまりなど）に加え、
　Ａ　呼びかけに応えないなど意識レベルの低下が見られる　　Ｂ　痙

けい

攣
れん

重積＊及び痙攣後の意識障害が持続する
　Ｃ　意味不明の言動が見られる
　　＊痙攣重積：痙攣発作が30分以上持続した状態や痙攣発作を繰り返し30分以上意識が完全回復しない状態
○解熱剤の中には、インフルエンザ脳症の予後を悪化させる成分が含まれていることがあるので（例：ボルタレン、ポ
ンタール及びこれらの製品に含まれる成分が入っているもの）、保護者の判断で解熱剤を服用させることなく、必ず
医療機関を受診し、医師の指示に従ってください。

◇ 自宅療養中の方へ　　【厚生労働省　インフルエンザかな？症状がある方々へより抜粋】
☆患者の方
・咳エチケットを守りましょう　　・手をこまめに洗いましょう　　
・処方されたお薬は指示通りに最後まで飲みましょう。　　・水分の補給と充分な睡眠を心がけましょう。
※現在流行している新型インフルエンザについては発熱などの症状がなくなってからも、しばらく感染力が続く可
能性があることが、様々な調査によって明らかになってきました。熱の症状がなくなっても周囲の方を守るために
発熱や咳、のどの痛みなど症状がはじまった日の翌日から7日目まで出来るだけ外出しないようにしてください。

☆患者の同居家族
・患者の看護をした後など手をこまめに洗いましょう。　　・可能なら患者と別の部屋で過ごしましょう。
・マスクの感染予防効果は限定的ですが、患者と接するときは、なるべくマスクを着用しましょう。
※患者の使用した食器類や衣料は、通常の洗濯、洗浄及び乾燥で消毒できます。
※患者の同居家族等（濃厚接触者）については外出の自粛の協力をもとめています。（登校・登園については受診した医師に相談してください。）

◇ 感染が拡大した場合
○学校医や関係部署、保健所と協議し、速やかに休園、休校の措置を講じることがあります。
○必要に応じ、村が主催するイベントや集会の自粛を行う場合があります。

“感染は自分が止める”という気持ちをもって今後の流行を乗越えましょう！！

感染を予防するために
こまねな手洗い・うがいを
徹底しましょう

感染をひろげないために
かかったあとは外出自粛を
してください

感染をひろげないために
咳エチケットを守ってください
※咳エチケットとは：人に向かって咳やくしゃみをしないこと。とっさのくしゃみでは周囲の人から顔をそ
　らし、用意があればティッシュなどで口・鼻をおおいます。咳などが出つづけるときはマスクの着用を。



鶴居村ふるさと情報館

みなくる図書室だより

～お知らせ～
○10月の休館日は、10月27日（火曜日）です。

みなくるでは、今年度の「図書館祭り」を10月31日
と11月１日の両日、開催します！

みなくる図書室みなくる図書室
●開館時間●開館時間
　10：00～18：30　10：00～18：30
●休 館 日●休 館 日
　１０月の休館日は、１０月２７日（火）です。　１０月の休館日は、１０月２７日（火）です。
●貸し出し●貸し出し
　【本・雑誌・紙芝居】　【本・雑誌・紙芝居】
　２週間（１人５冊まで）　２週間（１人５冊まで）
　【ＣＤ・ＶＴＲ】　【ＣＤ・ＶＴＲ】
　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）
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ブラックホールを
見つけた男
  アーサー・I・ミラー 著

阪本　芳久 訳

　インドから来た19歳の
天才少年・チャンドラセカー
ルは、大発見を成し遂げ、
自らを悲劇に陥れた…。
　天体物理学最大の発見を
辿った数奇な歴史を、あま
りにも人間的な科学者たち
のドラマとともに描き出す。

ふくろのなかには
なにがある？
ポール･ガルドン 再話・絵
こだま　ともこ 訳

　ある日、キツネはま
るまる太ったハチを捕
まえました。キツネは
ハチを袋に入れると、
友だちの家まで行くか

らと、おばあさんに袋を預けます。絶対に袋の中をのぞ
くなよ！と念を押して…。あざやかで表情豊かな絵と昔
話の語り口が楽しい絵本。

すごい虫の見つけかた
海野　和男 写真・文

　
　身近な昆虫のすごさか
ら、見事な擬態、特殊な習
性をもったすごい昆虫まで、
テレビ・雑誌などで活躍中
の昆虫写真の巨匠が、国内
外を問わず、長年撮り溜め
た中から、魅力的な昆虫を
40点余り厳選掲載した写
真集。昆虫の美・行動・特
殊性もやさしく解説した迫
力のコレクション。

ペンギンの教え
小菅　正夫 著

　
　ペンギンも、キリンも、
アザラシも、動物は僕たち
の先生だ…。地球と子ども
の未来を真剣に考える、旭
山動物園名誉園長が生き物
たちから教わった多くのこ
とを伝える、おもしろくて
ためになる、いのちの授業。

骸骨ビルの庭　上
宮本　輝 著

　
　住人たちを立ち退かせる
ため、八木沢省三郎は管理
人として骸骨ビルに着任す
る。そこは、戦後２人の青
年が子どもたちを育てた場
所だった…。彼らは命を賭
して子どもたちと生きた。
成人してもなおビルに住み
続けるかつての子どもたち
と、老いた育ての親。現代
人が失った純粋な生き方が
鮮やかに甦る。

地雷のない世界へ
　はたらく地雷探知犬

　　大塚　敦子 写真・文

　世界中に埋まっている地
雷は、8000万個から１億
個。世界のあちこちに埋
まっている地雷。人間が
戦争中にばらまき、今な
お地中に埋まったまま被
害者を出している地雷を、
その鋭い嗅覚で探し出し
てくれる犬がいる…。様々
な国で活躍する地雷探知
犬の姿を描いた写真絵本。
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●「知るを楽しむ・紅葉のサルボウォーク」
 【日　時】 10月17日（土)
　　 　　 午前10時から正午まで
 【場　所】 サルボ展望台周辺
 【参加料】 無料
 【申込先】 塘路湖エコミュージアムセン
　　　　  ター（☎015-487-3003)

●「秋の湿原ハイク」
 【日　時】 10月18日(日)
　　　　　午前10時から正午まで
 【場　所】 温根内ビジターセンター
 【参加料】 無料
 【申込先】 温根内ビジターセンター
　　　　  （☎65-2323）
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うつ・自殺予防講演会について
　釧路地域では、毎年80名以上の方が自ら
尊い命を絶っています。自殺はさまざまな
要因が複合していますが、その背景には「う
つ病」などが隠れていることがわかってきま
した。長年、うつ病の研究と治療の最前線
でご活躍されている先生の講演会を次の日
程等で開催します。（参加料は無料）
【日　時】 10月9日（金）18:30～20:30
【場　所】 釧路市生涯学習センター
【内　容】 「うつ病の理解と治療の最前線」
【講　師】 久住一郎氏（北大大学院准教授）
【申込先】 釧路保健所精神保健福祉係
         (☎22-1233）8月20日にサンクチュアリに出没したヒグマ

ヒグマ注意特別月間推進中です！
　キノコ採りやレジャーなどで、野山へ入る機会が増える季節となりま
した。自然とのふれあいは大変楽しいものですが、一方でこの地域には、
ヒグマが生息しています。
　特に春と秋は、ヒグマによる事故や遭遇が増える季節ですので、それ
らを防ぐために次のことに十分注意し、行動しましょう。
　１．ヒグマの出没情報に気をつける
　２．音を出しながら歩く
　３．薄暗いときには行動しない
　４．ヒグマのフンや足跡、食べた跡、爪跡を
　　　見つけたら、すぐに引き返す
　５．生ゴミなどは放置しない
【お問合せ先】役場産業課林政係（☎64-2114）

俳句



鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
チーフレンジャー 有 田 茂 生

178

☎ 64-2620 ／ FAX 64-2239
http://www.wbsj.org/sanctuary/tsurui/
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タンチョウってどんな鳥　⑤　～タンチョウのしぐさについて

　秋の気配となり、牧草やデントコーンの刈り後にタンチョウがやってき始めました。
タンチョウを観察しているとさまざまな行動、動作、しぐさをしています。それらは１
羽だけでしていることもあれば、家族やグループ、群れ全体でしていることもあります。
　それらの動作やしぐさには、それぞれ意味のあることがわかっています。喜怒哀楽の
表現だったり、コミュニケーションだったり、タンチョウも人間のような豊かな感情表
現を見せてくれます。その意味がわかってくればタンチョウについてもっと親しみを持
てるでしょう。

■飛ぶ
　翼を広げると２ｍを越えるタンチョウは、
大人が２人肩を組んで手を真横に伸ばした
くらいの大きさで飛んでいることになりま
す。飛んでいるとき、首と脚は前後にまっ
すぐに伸ばして飛びます。ツルの仲間はみ
んな同じですが、体型のよく似たサギの仲
間は首をたたんで飛びます。
　気温があまりにも低いときには、タンチョ
ウは脚をたたんで飛ぶこともあります。こ
れは、体温を奪われるのを防ぐためと考え
られています。
　飛び立つときは、風上に向かって数歩の
助走をしながら羽ばたいて浮き上がります。しかし、危険を察知するなど緊急時には、
助走なしでも浮き上がることができます。
　一年を通じて家族単位やグループ単位で行動するタンチョウは、飛び立つ場合もそれ
ぞれの単位で行動します。
　その場合、飛び立つ前には、家族またはグループと思われる数羽が同じ方向を向いて、
首を伸ばしたまま静止します。また合図となるような「コッ、コッ」という、低く短い鳴
き声を断続的にだし、そして、いっせいに助走をはじめ、飛び立ちます。
　タンチョウは、短い距離を移動する場合は、あまり高度を上げず飛び、木や電線など
の人工物を飛び越えるときだけ高度を上げます。
　長い距離を飛ぶ場合は、上昇気流を利用して旋回しながら高度を上げていき、そこか
ら羽ばたかずに滑空することで効率的に移動します。繁殖地から越冬地へ移動する秋か
ら初冬と、越冬地から繁殖地へ移動する春先の天気の良い日に多く見られます。

■寝る・休む
　寝るときや休むとき、タンチョウは頭を羽の中に入れて片足立ちになります。ねぐら
で寝るときはもちろん、日中でも寝たり休んだりするときにはこのようにします。頭を
入れ片足立ちになる理由は、羽毛に覆われていない部分を羽の中に入れることで寒さを
しのいでいるのだと考えられています。

■羽づくろい
　タンチョウに限らず、鳥は羽づくろいを頻繁に行います。羽づくろいとは、羽毛の手
入れをすることで、鳥にとって最も重要な
機能、能力である「飛ぶ」ために欠かせない
行動です。
　くちばしで羽をはさんで、すく動作は、
羽の乱れを整えたり汚れを取ったり、尾羽
の付け根にある尾脂腺からでる脂を羽に塗
りつけ、汚れや水をはじくために行います。
脚で頭をかくような動作も、くちばしで届
かない頭頂部の羽毛の手入れと考えられて
います。また、片足で立って羽を伸ばすし
ぐさは、翼を整えるためと考えられています。

2007年度タンチョウフォトコンテスト入賞作品
撮影：小山田貞夫氏　「家族」

給餌場で休息や羽づくろいをするタンチョウ



８月末
住民登録人口

※「赤丸」は、平成20年10月7日に新たに加盟した町村です。

❶ 北海道　美瑛町［事務局］

❷ 北海道　赤井川村

❸ 山形県　大蔵村

❹ 岐阜県　白川村

❺ 長野県　大鹿村

❻ 徳島県　上勝町

❼ 熊本県　南小国町

❽ 宮崎県　高原町

❾ 長野県　木曽町開田高原

10 北海道　標津町

11 岐阜県　下呂市馬瀬

12 北海道　鶴居村

13 北海道　京極町

14 山形県　飯豊町

15 長野県　中川村

16 長野県　南木曽町

17 京都府　伊根町

18 高知県　馬路村

　９月に入り、鶴居保育園の運動会やタンチョウカップ

少年サッカー大会など、スポーツの秋らしくさまざまな

大会が開催されました。

　また、村の一大イベントである、ふるさとまつりでは、

地場産野菜の即売会や各種体験コーナーなど、会場内の

至る所で多くのイベントが実施され、村内外から多く来

場者があり大変盛況でした。

　来場された多くの方々は、鶴居村の良さを体感できた

のではないでしょうか。

　日に日に秋が深まり、寒暖の差が大きくなっています。

　皆様、体調管理には十分お気を付けください（Ｋ）
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⑬北海道 京極町

京極町は、「蝦夷富士」の名で親しまれている
羊蹄山（標高１, ８９８ｍ）の東裾に位置してい
ます。
この羊蹄山を背景にした農村景観は素晴らし

く、また羊蹄山に降った雨や雪が地下に浸透し、
数十年の歳月をかけて濾過された「羊蹄のふきだ
し湧水」は、名水百選に選ばれるほどで、「おい
しい水」が絶え間なく湧き出る「噴き出し公園」
は「名水の里」として親しまれています。
お問合せ先 京極町役場(TEL 0136－42－2111)
〒044－0101 北海道虻田郡京極町字京極５２７番地 
http://www.town-kyogoku. jp/

■人口
総数 2,565 人
（前月比 － 5人）
昨年同期は 2,584 人で、対前年
比較は－ 19 人です。

男 1,275 人（前月比－ 6人）
女 1,290 人（前月比＋ 1人）

■世帯数
 1,027 戸（前月比－ 3戸）


